
資料４科学技術連携施策群の推進体制

総合科学技術会議（本会議)

大臣・有識者議員

科学技術政策
担当大臣

有識者議員 ８名
＋

専門委員（コーディネーター８名 及び
群を担当しない有識者５名）

ポストゲノム
ワーキンググループ会合

・・・・

政策的観点も
含め当該群の
方向付けにつ
いて調査審議

関係府省

内閣府

（注）

【各群のワーキンググループ会合】
・コーディネーターを主査とし、関係
府省の行政官、施策の研究開発担当
者（代表者）、施策から独立した専門家
などの関係者が参集して開催
・研究構成のあり方、連携の強化、重複
排除、欠落補完などについて検討、
調整
・総合調整機能を有する内閣府が事務
局を担当
・関係府省等の既存の検討成果等を
活用
・担当有識者議員の出席により迅速な
連携促進

事務局

科学技術
振興調整費

新興・再興感染症
〃

ユビキタスネットワーク
〃

次世代ロボット
〃

バイオマス利活用
〃

水素利用/燃料電池
〃

ナノバイオテクノロジー
〃

地域科学技術クラスター
〃

政策統括官

科学技術システム改革専門調査会

ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ会合の支援体制
（連携施策群タスクフォース）

・各府省ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの把握
・研究開発担当者等による意見
交換等
・事務的な支援は(独)科学技術
振興機構
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